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実用的な色彩の使途の上では，顔第の混合塗法の確実な技法，ならびに正常祝感による比色の能力
が要求される。
本研究は日常生活において，しばしば経験する諸種の燈色下での色彩の見えかたの変化を検討し，
演色の傾向を記録するために，再現色票をつくると同時に，正常眼による色の比較限界を験したもの
である。
簡易な比色箱によって，許容される色差の範囲で達成されるように配慮したが，厳密な光学的条件
による装置からすれば，これは未だ至らない。 ζのような一種の減法混色の実験の成果は，現在まで
には観察にしたがって蓋然的な記録があるにすぎず{I)，再現色を抽出して分訴を試みた詳細は未だ知
られない。 ζれは従来から顔料による再現色の把えかたに困難な事情が伴っ ており， その色彩の科学
的解明に難渋なものがあるためであるω。しかし，ととに簡易な装置によってなされたものが，何ら
かの成果を見出し得るならば，その手がかりとしたい。
実験の装置と方法
1 装置
1.光源標準の光A (28540K)に準じて小型映写機用電涼 (AC100V，5∞W)を電圧規正す
る乙とによって使用。別に塗色の操作，および予備的な比色の場合には昼光色ランプを調節しながら
使用。 (1∞V，二重コイル100W，色温度を35∞。K程度にしたもの)
2.光源用フィ Jレター 従来の照明効果用のゼラチンフィ ノレターではなく，セノレローズ誘導体の着
色セロ ファンおよび着色アセテー卜フィルムを使用。 ζれは，被照射体の照明効果が明らかに判別さ
れ光誌の測定も直接的にできるので，乙の場合の再現色哀の塗色にも有利である。
アセテートフィノレム…R'O・Y'G・B・p・RP… 7色 O.21J1! 1 面 杭
(赤)(檀)(黄)(緑)(育)(紫)(挑) (厚み) ~ 15 x 15cm 
セ ロ フ ァン…R' • Y〆 ・G.B〆 .P'… 5色 O.1鵬 j
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3.顔料 原票色および再現色ともにポスターカラー(不透明顔料)を使用。結合剤ニカワ。第
一類に純度の比較的高い国産顔料12色と，他iζ住宅建築，室内構成などに多く使用される色のうちか
ら20色を第二類の原票色にあげた。以下に示す通りである。
第一変1
1. Carmine Red 
2. Orange 
3. Burnt Umber 
4. Yellow Ocher 
5. Naples Yellow 
6. Lemon Yellow 
7. Green 
8. Plussian Blue 
9. White 
10. Perle Gray 
11. Mouse Gray 
12. Black 
以上32色を分類して，
第二類(日本色研記号)
)→a. 1-18-2， b.1-17-3， c.1ト一→-16路ト以一
↓ド→e.7一1泌8一2，f. 7-17-5， g. 7-15-2， h.7-15-3 
↓→i. 8-19-2， j.8-]6ー 2，k. 8-16-3， 1.8-16-4 
→m.12-18-2， n.12-16-12， 0.12-1ら-3，p.12-16-5 
→q.14-18-2， r.14-16-2， s.14-16-3， t.14-16-4 
次の5系統色とする。
5 系統色
4.比色装置主体は木製暗箱，各部分の寸
法は挿図iζ示す。内部は反射光をさけて， ツヤ
消シの黒色仕上とし，目顔の基準色および再現
色の周辺は中灰色(V5)，基準色(原票色+透
過光色)，再現色の面上は標準照度を2501uxと
し，そのために調整装置をつけた。比色実験の
照度標準には 1000luxがのぞましいのである
がω，実用的には5QO"，2001uxの場合が多い。
したがって2日luxとした。
第一類|第二類
赤の系統色 1 - 2 a - d 
糞の系統色 3 - 6 e - 1 
緑の系統色 7ー m - p 
脅の系統色 8ー q - t 
無彩色系統 9 - 12 
特IC質系統として多数例をあげたのは使用度の高い
茶色系を加えたからである。
比色は再現色面を反射鏡により，基準色は直接に，両者が密着して見えるようにした。のぞき窓を
通じて両者は等面積tムそして笹形の中で比色される。
5. 自記分光光度計 光源用フィ Jレターは分光透過率を，再現色票
は分光反射率を，ともに自記分光光度計によって出し，三色刺激値を
出し，色度座標をつくり色度表図に表わした。(自記分光光皮計および
座標選定積分計は，島津製作所製を使用)
6.被験者および色索作成者正常眼視の者10名(平均22才)，資
格者としては標準観測者(スペクト Jレ三刺激値に対応する分光感度を
もっ者)という 乙とであるが， 乙ζには便宜上正常視者を指定した。
色票作成lζは樟本 ・国中が従事した。
7.場所，時 実験中の照度は一定を保たしめるために暗室を使用。昭和36年8"，12月聞に実施。
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高田他::燈色下の顔彩の見え -49-
E 方法
1.再現色実験における問題点の処理 水性顔料による再現色作成には，幾度かの塗色調整を必要
とする。色料を加減調整する場合lζは，いわゆる濡れ色の状態のままに行なわねばならない。また乾
焼時の顔料塗面は拡大すれば単位粒子に大小不揃があり，粒子の配列は不規則で畳重し，その凸凹状
は照明光に対して乱反射の現象を著しくひきお乙し，ほとんど表面は粉白味を帯びる。しかし顔料塗
抹直後の湿潤の状態では水j民が粒子聞ならびに表面上を盟うために，乱反射の状態は緩和される。し
たがって乾燥時の報白味の欠点を除去しなければ比色する両者について条件を等しくする乙とはでき
ない。よって原票色ならびに再現色はいわゆる濡れ色の状態に戻す必要がある。しかしながら水分の
乾燥は早く実際上困難である。以上から，水膜に代えて透明膜による被覆を施す方法を試みた。
すなわち塗色した乾燥顔料の上に無色透明のワニスを覆う乙とで乙れを湿潤色iζ近づけるζ とにし
た〈句。はじめに原票色を乙の状態にして，投射光を加え，基準色をつくる。その後に色を比較しなが
ら水溶顔料によって再現色の調整にかかり，最終的には再現色を乾燥させた後に，さらに同じワニス
を被覆し比色の上で同調させる。(透明ワニスにはルツーセを用いた。詳細は別報とする。)最終判
定の場合の各被験者による比色時間は各5秒以内とした問。
2.再現色として復元するには不可能な色がある。すなわち一般に明度を高くした顔彩iζ色光を投
射した場合には見えの上では透明感があって，明度はさらに上り，純度はより高く見えてくるので，
ポスターカラーでは再現するととが不可能になる。 ζの場合には明度の上のみから加減を加えて近似
の色としたが，便宜のために作った色としては当然に純度が事実より低くなったのは止むを得ない。
(近似色の表示には・印を付した。)
E 実験
1.原票色に対応する再現色票の作成 原票色にフィ Jレター透過色光を照射し，その混合したもの
が基準色であり，乙れを色悪iζ再現しようとするのであるから，比色の能力と塗色技能の正確さがそ
の成果を示すととになる。それは主観的性質のものであって，色票作成者の個人的技術にかかわるも
のである。 よって個人の技術精度の検討をするために同じ照明光のもとで，原票色lζ等しいと見られ
た再現色をっくり，それをさらに分光光度計によって比較し証明する乙とにした。乙れには原票色の
中から 3色相の系統で，特に顔料の多種混合を必要とする色票を選んだ。 3色について各3色の再現
色をつくり，その6色から各1対あてに各分光反射率曲線による比較照合の方法をとった。乙れには
当然に色差が見出されるが，その色差には許容度がある。色差の客観性は分光反射率の変化と感覚量
の差との聞に十分で簡単な対応が見出されなければならない。それには分光反射率差でする色の管理
の法にhuc線記入によって見出す方法があるがω，乙の場合には， 十分満足すべき状態にある (図 I
参照)と認められる。
図1はそれらの分光反射率曲線を示したものであるが，実線a・..d・.は原票色 (乙 ζでは基準色にな
る)で，鎖線a/..d〆…は塗色票 (再現色)を示す。 (色票の貼布を省略)
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2 _各投射色光による再現色の検討 基準色は原票色とフィノレター透過光 (投射光)の混合色であ
る。これは一種の減法混色 CSubtractivemixture)である。再現色は混合等色方法を用いて三色色彩
計による三色の定量をもってする再現が可能のはずである。しかしながらととでは個人技能による直
接法をもってする色票作成に目標をおくのでs 適宜な顔料の塗布で実態の色を表わす乙とにした。そ
の結果を分光反射率曲線iζ示したのであるが，各色の一組は原票色とフィJレター透過光と，および再
現色の3本の反射率曲線である。以下の各図では太実線のR…R'…G…P…などがフィ Jレター 透過
光を表わす。 1…5…10--(司…め)…帥…線が原票色で.Rl…Gs…Plo---R(紛…G<bl…P倒…線が再
現色，すなわち色相1…は透過光R…の影響の下にRlとなる。 R+ 1 = Rlの関係であるからRl…
G5…PI0日・R(a)…G<b)…P側…は基準色であり， 同時にそれが再現した色票に等しいものとするの
である。
図2から図8まではフィ Jレターの色別にしたがった。それに原票色，再現色の系統色を次のj頃序に
組合せた。 (図にはその要点を示すに止めて※印の掲載は省略する)
図 2 3 4 5 6 7 8 
λ年と R .R' 。 Y，Y' G，G' B，B' P，P' RP 
赤の系統色 ※ 2 1 R ※ 131 0 211 Y 321 G 431 B 541 P ※651 RP 3 1 R ※ 221 Y' ※ 331 G' 441 B ※ 551 P' 
14 。 23 Y' ※ 34 G' ※ 45 B' ※ 66 RP 
策の系統色 5 1 R' ※ 15 ※24 Y 35 G
 46 B 571 P 67 RP ※ 6 1 R 16 。 25 Y' ※ 36 G ※ 47 B' ※ 581 P' ※ 69 RP 7 1 R ※ 26 Y' 37 G' 48 B' 591 P' 
緑 の系統色
背の系統色
無 彩 色 19 。 ※ 40 G ※ 51 B' ※ 71 RP ※ 111 R 30IY 41 G' 52 B 63 1 P 
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図 2 (R， R'による)
8 
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赤の系統色
賞の系統色
緑の系統色
宵の系統色
無
‘ 刷
彩 色
12 
17 
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赤色役射光 (R，Rつによる再現色 (Chroma，Value， Hve) 
C V H 
低すきべて高くなる C低くV上位位のもものはは上やや 変化'はjζあは含ほらむわと後んれ置などのみい短ら波れ長なのいいものは高くなる度が大 下り，V下 の の る R 部b、 分
低すべて高くなる 上位の同ものは下下り，位3の0%も程
画特至ては〈纏面赤KかR赤画量わRζの移にらE影な優る7警い位る6が大き し上下纏乃
いものは高くなる度が大 度では等で， の C， Vのに
きい は上る
すべてRの影く響なにより， 日 すべて8労前後下る 位)るために消されは移るが高 る
おおむね高くなる 上特位jζ下の位もにあるものは上り，のは下る
消(されて赤優位IC移)るRj量の
白，灰はRの影響から赤iζ，黒は紫tζ傾く
図 3 (0による)
14 .: 
也 19 
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高田他:燈色下の顔彩の見え
侵色投身す光 (0)による再現色
C v 
低すきべて高くなる 上位にあるものは上り方もが
赤の系統色 いものは高くなる度が大 小上さいが，下位きにある の
し、 のる度は大い
すべて高くなる 約50916OMをは下近中心く上として下のあも貨の系統色 低いものほど大きい のはも く る上位にるのる
緑の系統色
低ない他ものはHが変近って高く
る は同位にいものが
多い
下どる位ものもあるが.I引とん
聞に近い
育の系統色 Hが変くるが同位または， ゃや高なる
一』ζ怒近には上るが，他は同位
い
量産 彩 色 白はOの影響で綬，灰は黄土，黒は褐色を呈する
図 4 σ. Y'による〉
J 
20 
J 21 
27 
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H 
0の影鐙響色大をきくすべて赤綬ま
たは 呈する
な0のる影(響O量で黄俊燈位)または燈色に
ほとんど賞味をおびる
締色の関係があるがO量が多
いので賞褐色lζ変る
‘ .， 
23 
26 
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黄色投射光 (y，Yつによる再現色
C V H 
赤の系統色 高いものはほとんど変くならな Yではやや下るがY'では ほとんど変化はないが，cのいが，低いものは高 る 上る 低いものは黄に近づく
賞の系統色 すべて高くなる 変上位化のがは少上ものなはく下、そり，れは的下よ9るり6程以)下度での ほとんど変化がない
もの る ITで
緑の系統色 おおむね上るが， YICょっ
すとべて黄緑の低味がつよくなるが
おおむね高くなる て下るものがある くにC い色はYによる影響が大
管の系統色
Plussian blue 緑はイ』Eζ移くなる
が，他はHが賞 って
高くなる
小り変さい上下なはあるが， あま
化はし、 黄緑lζ移る
無 杉四 色 自はYIC，灰はやや黄緑味をおびてVか「下り，黒は影響なくややVの上昇があるのみ
図 5 (G， G による)
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緑色投射光 (G，G')1とよる再現色
C V H 
赤の系統色 いずれもあまり変化はない 多な少変化の上は下見はられあなるがい， 急激 Carmine，ζOむraかngうeはCが低い程黄緑味iむ う
下が小位り方にさあるも上の位は変のりもかた すべて黄緑味IC移る業の系統色 おおむね変化はない いが， の程
ん大きい
緑の系統色 すべて少し高くなる 同り等もしくはやや上下が見れる すべて変化はない
育の系統色 Plussian blueはく低なくなるが，他はやや高 る
Plussian 多なb少いlue上下はやや上る
が，他すは が見られ すべて縁味IC移る
るにぎ
無 彩 色 白，灰は緑IC，黒は緑味をおびる，緑味には僅少の賞味が加わる
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図 6 (B， B'による〉
43 ・ “
五』
. 、砂
52 
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赤の系統色
策の系統色
緑の系統色
育の系統色
無 彩 色
高田他 ..燈色下の顔彩の見え
宵色投射光 (B，B')による再現色
C V 
低下ぎみである すべて下る
ほとんど低くなるが同等の ほとんど下る，上位のもの
ものもある ほど大きい
やや高低なはあるが，あまり やや上る1例を除けばすべ
変化はい て下る
すべて高くなる 度わ1096ずのか外には上少下下るしがある (低他明色内 上〉るが， は
白，灰はVが下って育Il:，具足は育味をもっ
図 7 (P， P'による)
54 
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H 
C茶がが低高褐くV変がの高中るいもの味は青味ICC くV 位は紫 』ζ，鐙
は味iζ
Cが係高い緑あものは緑らIl:変る， 締下色位
の関も が 味るか Vの中，
ののは から灰，泉Il:移る
資味1ζ移る
主波長の部分は特lζ強調される
t" 
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赤の系統色
資の系統色
緑の系統色
背の系統色
無 彩 色
住 居 学
紫色投射光 (P.p' )による再現色
C V H 
尚ないものはほとんてど変高化くし Cが高い低ものはもほとんど変影化響し
いが，他はすべ な すべてやや下る ないが， いのにはPの
る が大きい
下あ位まり変も化しないが.Vの
ののは商くなる
上位とのどものは下なりく中伎下では
ほん変り ， 位の
ものが上る
賞めい賞ともP赤と赤が紫有~とn色なの関係糞にあるたは る，のCが高
のは 燈
高もいがものにがは変，化をみない C低を<V中が位のものに上る Cが高いものは背の影味響をもち，きC のある ほとんどは 下例るみる ，他はほとんど
くなる の低いものはP が大い
ほとんど変く化なしないが低い あまり変低化はない
が，とく C高なくV下位のものはあまり変影
ものは高 る にCがいものについては 化響が きくCが低いものにPの上る は大い
白，灰はPR.黒はPの修響でBPiζ近づく
フイJレターPの見えでは，紫であるが，透過率曲線ICあらわれたものはRPIC等しい)
‘ ・3
図 8 (R. P による〉
67 
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百J;の系統色
貨の系統色
緑の系統色
育の系統色
無 彩 色
高閲{也:11色下の顔彩の見え
. ， 
帽暢惨
':<) 
C 
桃色投射光 (Rp)による再現色
V 
全体iζ高 くなる 燈とではやや下るが，他はほんど変化しない
おおむね変化がない
上位きのもの位ほ下ど下位りかたが
大く，中 にはあま
り変化をみない
低あまくなり変化はないが，やや
るものがある すべて下る
低高高いなもものはやや低まくなるが Cの高いものはやや上るが，
い のる傾は同位が たはやや 下位ではほとんど変化しな
く きある b、
白はRp，灰は紫味として明度を下け，泉は紛iζ変化する
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H 
I~でa影m響mはなOいraがn側，Cが高いの， Cが低くなる
とRPの影響i立大
補色関係にある部分は消されて
赤になる
Cの高いものは繍色の関係から
背に傾に傾くく， Cの低いものは赤3誌
RPの影響をうけて紫味1:変る
が，大きい変化はない
3.色度図の比較 図9以下は顔料32色を分類して5系統色の順lζ示した再現色の色度図の比較で
ある。(要点を示すために32図中の16図をあげる。はじめにfilter透過光色の色度図を示す)
自lter透過光色の X，y， y 
filter透過光の色度図
Y労 I x y 
R 赤 33.6 O.似)6 0.358 
R' 赤 29 0.658 O.お4。極 65 0.578 0.418 
Y 業 86 0.505 0.448 
y' 賞 加.2 0.530 0.445 
G 車事 40.4 0.386 0.578 
岡、， G' 緑 27. 7 0.389 0.504 
B 背 15.5 0.197 0.312 
B' 宵 28.4 0.302 0.378 
P 紫 17.8 0.486 0.286 
P' 紫 9.1 0.3拘 0.216 
RP 桃 63 0.475 0.37 
( 13 ) 
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(1) 
Carmine red Y56 x y Orange I y労 E y 
1 1 20.臼4 0.634 0.334 1 2 51.回4 O.日8 0.378 
2赤 R 26.017 0.631 0.339 2赤 R 36.651 0.613 O.お4
3赤 R' 26.臼4 O.日4 0.343 3赤 R' 33.701 0.624 O.お5
4撞 O 25. 751 O.臼4 0.340 4糧 O 47.801 0.585 0.391 
5糞 Y 18.517 0.647 0.328 5葉 Y 40.034 0.600 0.379 
6黄 Y' 23.気附 0.634 0.346 6主 Y' 43.034 O.部5 0.399 
7緑 G 16.4印 0.572 0.375 7緑 G 59.168 0.546 0.430 
8緩 G' 22.434 O.臼2 0.327 8緑 G' 47.218 0.593 0.386 
9脅 B 11. 867 0.574 0.334 9育 B 23.284 0.5伺 0.373 
10育 B' 10.134 0.597 0.329 10育 B' 36.434 0.572 O.お8
11紫 P 19.臼3 O.臼2 0.321 11紫 P 32.部4 0.615 0.346 
12紫 P' 20.217 0.662 0.338 12紫 P' 30.506 0.613 0.352 
13桃 RP 21. 817 O.臼5 0.341 13争tRP 34.084 0.614 O.おO
(3 ) 
Y96 X y Y% x y 
1 a 44.451 0.472 0.401 1 b 39.601 0.5侃 0.387 
2赤 R 34.517 0.627 0.373 2赤 R 33.367 O.印7 O.お5
3燈 O 55.984 0.5臼 0.414 3澄 O 52.侃8 0.579 0.3伺
4黄 Y' 65.5伺 0.527 0.440 4黄 Y' 55. 751 O.日O 0.426 
5緑 G' 48.551 0.428 0.472 5緑 G' 30.251 0.4出 0.447 
6育_B' 30.567 0.348 0.382 6青 B' 31.417 0.363 0.365 
7紫 γ 32.301 0.498 0.331 7紫 P' 35.201 0.537 0.328 
8桃 RP 45. 751 0.519 0.350 8桃 RP 39.617 0.552 0.349 
( 14 ) 
(5) 
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x y 1-16-5 I y % 
1 C 34.551 0.548 0.372 
2赤 P 29.467 0.611 0.355 
3燈 0 44.618 0.592 0.387 
4黄 yl 48.234 0.584 0.395 
5緑 G' 33.717 0.519 0.422 
6背 B' 21. 450 0.432 0.350 
7緊 P' 30.201 0.578 0.326 
8桃 RP 33.667 0.576 0.340 
抽句"
(7) 
Lemon yel10wl Y % I x 
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x Y 
1 d 25.901 0.544 0.369 
2赤 R 27.134 0.631 0.343 
3燈 0 42.751 0.591 0.409 
4葉 Y' 27.534 0.578 0.388 
5緑 G' 22.067 0.499 0.418 
6育 B' 17.000 0.421 0.336 
7紫 P〆 20.450 0.567 0.315 
8 相~ RP 30.284 0.572 0.333 
( 9) Yellow ocher 
y 
1 6 84.802 0.499 0.456 
2赤 R 35.584 0.615 0.360 
3 赤~R' 33.417 0.623 0.357 
4糧 O 65.501 0.549 0.427 
5賞 Y 74.568 0.520 0.453 
6業 Y' 77.885 0.412 0.458 
7緑 G 43.518 0.424 0.483 
8緑 G' 44.684 0.439 0.492 
9青 B 40. 734 0.413 0.478 
10青 B' 40.351 0.430 0.496 
11紫 P 47.934 0.575 0.384 
12紫 P' 57.734 O.弓47 0.397 
13桃 RP 68.385 0.535 0.431 
??
? ? ?
Na叩p恥 ye凶凶l吋l X y 
1 5 84.035 0.485 0.427 
2赤 R 34.367 0.609 0.361 
3赤 R' 36.084 0.617 0.364 
4援 O 60.368 0.556 0.422 
5黄 Y 74.301 0.516 0.453 
6賞 Y〆 70.468 0.508 0.463 
7縁 G 37.617 0.419 0.497 
8緑 G' 53.734 0.445 0.473 
9育 B 38.417 0.351 0.421 
10背 B' 42.301 0.378 0.429 
11紫 P 46.418 0.538 0.358 
12紫 P' 47.000 0.507 0.349 
13がも RP 47.934 0.539 0.377 
( 15 ) 
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? ????、???????? x y 
1 4 38.917 0.538 0.413 
2赤 R 31.ぬO 0.621 0.355 
3赤 R' 30. 751 0.625 0.352 
4燈 O 48.434 0.572 0.408 
5黄 Y 24.884 0.545 0.406 
6黄 Y' 61. 735 0.554 0.428 
7緑 G 47.067 0.443 0.493 
8緑 G' 44.817 0.490 0.452 
9育 B 21.234 0.453 0.408 
10育 B' 27.267 0.426 0.442 
11紫 P 33.517 0.598 0.356 
12紫 P' 34.451 0.584 0.353 
13桃 RP 40.067 0.578 0.378 
Bu山rn山 mbe加叫;rY銘 x y 
1 3 12部7 0.494 0.392 
2赤 R 21. 767 o.臼2 o.お3
3赤 R' 16.367 0.629 0.339 
4燈 O 22.050 0.556 0.401 
5業 Y 8.650 0.498 0.408 
6賞 Y' 17.517 0.520 0.421 
7緑 G 14.617 0.435 0.452 
8緑 G' 14.317 0.468 0.443 
9育 B 9.217 0.4侃 0.400 
10宵 B' 5.333 0.493 0.304 
11紫 P 12.867 0.548 0.334 
12紫 P' 24.2∞ 0.535 0.339 
13桃 RP 12.934 0.529 0.377 
(11) 
7 -18-2 Y% x y 7-17-5 Y5ぢ x y 
1 e 58.301 0.475 0.419 1 f 47. 768 0.521 0.429 
2赤 R 30.317 0.614 0.352 2赤 R 35.934 0.608 0.369 
3燈 0 57.お8 0.567 0.413 3燈 O 53.301 0.576 0.405 
4賞 Y' 76.518 0.520 0.450 4黄 Y' 66.槌5 0.541 0.437 
5緑 G' 21.117 0.351 0.466 5緑 G' 30.501 0.484 0.460 
6育 B' 29.117 o.お6 0.408 6脅 B' 18.084 0.448 0.443 
7紫 P' 45.268 0.520 0.349 7紫 P' 40.651 0.584 0.367 
8 材~ RP 52.101 0.521 0.384 8桃 RP 39.267 0.575 0.384 
(13) 
7-15-2 Y% X y 7 -15-3 Y5i杉 x y 
1 g 18.234 0.487 0.414 1 h 19.317 0.498 0.421 
2赤 R 26.534 0.638 0.343 2赤 R 28.284 0.631 0.345 
3燈 O 27.934 0.859 0.404 3燈 0 26.白7 0.556 0.402 
4黄 Y' 24.017 0.514 0.429 4貧 Y' 31.泊4 0.521 0.430 
5緑 G' 16.5∞ 0.447 0.462 5緑 G' 16.150 0.442 0.458 
6青 B' 11.117 0.399 0.422 6育 B' 8.3∞ 0.408 0.424 
7紫 P' 25.倒4 0.554 0.347 7紫 P' 23.967 0.575 0お3
8 相~ RP 16.134 0.525 0.388 8桃 RP 18.367 0.532 0.389 
( 16 ) 
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(15) 
y x Y5ぢ8-16-2 y x Y% 8-19-2 
0.435 0.468 27.267 1 0.427 0.469 67.351 1 
0.342 0.626 27.201 2赤 R0.359 0.608 33.567 2赤 R
0.428 0.547 55.818 3極 O0.418 0.562 56.801 3燈 O
0.452 0.493 29.034 4黄 Y'0.458 0.509 64.451 4黄 Y'
0501 0414 29. 784 5緑 Gノ0.478 0.431 52.118 5緑 G'
0.437 0.359 23.934 6育 B'0.424 0.358 37.751 6育 B'
0.349 0.515 44.201 7繁 P'0.351 0.524 43.251 7紫 P'
0.388 0.516 23.967 8桃 RP0.378 0.528 52.901 8.!jも RP
???
y x Y% 8-16-4 Y x Y% 8-16-3 
0.439 0.493 38.417 1 0.446 0.474 31.2剖k 1 
0.360 0.616 34.434 2赤 R0.351 0.629 31.017 2赤 R
0.412 0.566 49.451 3t登 O0.413 0.559 43.101 3燈 O
0.447 0.525 46.334 4策 Y'0.462 0.502 37.667 4黄 Y'
0.492 0.442 28.617 5緑 G'0.496 0.423 34.401 5緑 G'
0.475 0.385 31.451 6青 B'0.474 0.382 36.351 6育 B'
0.3伺0.'146 43.968 7紫 P'0.366 0.522 46.201 7紫 p'
0.389 0.553 32.251 8桃 RP0.397 0.530 28.234 8羽も RP 
?
? 、
剤、許
v一宇-，"_..-→一千・←1
t-_._一章-"ー
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(19) 
Green 、'{% x y 12-18-2 Y5ぢ x y 
1 7 14.134 0.398 0.498 1 ロ1 37.884 0.443 0.424 
2赤 R 10.日O 0.579 0.348 2赤 R 27.267 0.616 0.346 
3赤 R 9.284 0.606 0.332 3燈 0 44.251 0.552 0.423 
4燈 0 13.350 0.470 0.444 4黄 y' 45.184 0.487 0.470 
5黄 Y 9.717 0.353 0.498 5緑 G' 31.184 0.585 0.320 
6黄 y' 13:367 0.347 0.505 6育 B' 29.651 0.338 0.406 
7縁 G 15.150 0.359 0.494 7紫 P' 38.651 0.463 0.351 
8緑 G 17.084 0.345 0.479 8桃 RP 32.817 0.474 0.365 
9育 B 14.500 0.311 0.396 
10育 B' 6.580 0.368 0.339 
11紫 P 12.362 0.199 0.448 
12紫 P' 13.167 . 0.303 0.391 Y% 五 y 
13桃 RP 12.917 0.335 0.410 
1 。 23.900 0.411 0.434 
2赤 R 23.150 0.631 0.337 
(21) 
3燈 0 19.300 0.515 0.436 
4黄 Y' 29.434 0.453 0.493 
12-16-2 Y% x y 5緑 G' 23.850 0.360 0.512 
1 25.251 0.408 0.421 
6育 B' 25.467 0.329 0.414 
n 
2赤 R 21.467 0.628 0.336 
7紫 P' 21. 250 0.429 0.329 
3燈 0 27.151 0.524 0.431 
8材kRP 16.8∞ 0.444 0.378 
4糞 Y' 21. 834 0.457 0.476 
5緑 G' 20.434 0.376 0.477 
6青 B' 15.017 0.295 0.418 
(23) 
7紫 P' 14.917 0.401 0.325 12-16-5 Y% x y 
8桃 RP 18.700 0.465 0.401 
1 p 23.317 0.399 0.451 
2赤 R 21.384 0.633 O.お3
3燈 0 24.650 0.506 0.438 
4j安Y' 27.467 0.445 O.必8
5緑 G' 16. 784 0.365 0.497 
6青 B' 12.584 0.320 0.442 
7紫 P〆 19.200 0.414 0.381 
8桃 RP 12.567 0.426 0.420 
( 18 ) 
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(24) 
? ??
?
???????? ???? x y 
1 8 4.633 0.351 O.お4
2赤 R 6.100 0.516 0.305 
3赤 R' 5.417 O.日6 0.341 
4燈 O 9.3∞ 0.483 0.414 
5貧 Y 5.侭O 0.432 0.417 
6業 Y' 6.867 0.428 0.424 
7緑 G 9.984 0.386 0.470 
8緑 G' 6.733 0396 0.381 
9背 B 6.550 0.2ω O.お2
10背 B' 6.917 0.276 0.274 
11紫 P 6.233 0.449 0.350 
12紫 P' 6.667 0.450 O.お5
13桃 RP 5.317 0.379 0.329 
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?
?? ..， 
14-18-2 Y96 x y 
1 q 38. 751 0.414 0.402 
2赤 R 23.95。 0.621 O.幻3
3鐙 0 44.401 O.臼4 0.429 
4}it Y' 50.臼4 0.475 0.470 
5緑 G' 50.484 0.304 0.569 
6育 B' 25.お4 0.303 0，377 
7紫 P' 25.134 0.449 0.323 
8銚 RP 37.501 0.439 O.お6
(26) 
14-16-2 Y96 x y 14-16-3 Y9彰 x y 
1 r 20.お4 0.419 04ω 1 s 18.934 0.373 0.399 
2赤 R 19.967 0.639 0.328 2赤 R 12.侃7 O.日2 0.345 
3侵 O 18.417 O.日2 0.420 3径 O 17.1印 0.521 0.447 
4策 Y' 23.367 0.459 0.477 4黄 Y' 21.084 0.428 0.494 
5緑 G' 13.583 0.394 0.457 5緑 G' 54.301 0.432 0.474 
6育 B' 19.お4 0.312 O.お4 6宵 B' 18.217 0.252 0.357 
7紫 P' 19.984 O.日O 0.280 7紫 P' 15.弱。 O.お2 O.お9
8挑 RP 15.鋭)() 0.429 0.370 8桃 RP 14.967 0.382 0.367 
( 19 ) 
一筋ー 住 医 学
(28) 
14-16-4 Y ~ぢ 1 Y 
1 t 23.234 0.373 0.377 
2赤 R 12.邸O o.伺1 0.337 
3径 0 22.917 0.511 0.424 
4黄 Y' 21. 684 0.44.2 0.4回
5緑 G' 20.邸O 0.324 0.454 
6育 B' 12.95。 0.290 0.342 
7紫 p' 20.684 0.3邸 0.333 
8桃 RP 18.900 0.363 0.337 
跡 ゅ
(29) 
White Y96 x y Perle gray I Y% x y 
1 9 90.285 0.453 0.406 1 10 52. 718 0.441 0.405 
2赤 R 却.邸4 0.614 0.345 2赤 R 33.134 0.595 0.351 
3赤 R' 34.351 0.623 0.358 3赤 R' 30.851 0.638 0.341 
4橿 O 印.435 0.554 0.418 4撞 O 61.901 o.日6 0.417 
5糞 Y 75.日5 0.514 0.454 51{ Y 30.351 0.449 0.493 
6貧 Y' 78.452 o.印4 0.459 6貧 Y' 79.回5 0.505 0.4回
7緑 G “.101 o.必3 0.491 7緑 G 27.317 0.396 0.4拘
8緑 G' 64.584 0.443 0.4ω 8緑 G' 42.印1 0.411 0.464 
9育 B 25.田4 0.348 0.362 9育 B 29.401 0.324 0.390 
10背 B' 26.601 0.314 0.393 10腎 B' 21. 767 0.315 0.370 
11紫 P 39.767 0.509 0.339 11紫 P 30.401 0.471 0.339 
12紫 P' 38.837 0.496 0.353 12紫 P' 27.800 0.457 0.336 
13桃 RP 52.槌4 0.505 0.359 13桃 RP 41.951 0.482 0.356 
( 20 ) 
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(31) 
Y% x y Black Y% x y 
1 11 24.984 0.443 0.407 1 12 4.567 0.445 0.401 
2赤 R 2.偲4 o.位。 0.340 2赤 R 7.300 o.応6 0.367 
3赤 R' 27.801 0.629 0.346 3赤 R' 5.お3 0.542 0.352 
4燈 O 33.484 0.537 0.425 4燈 0 11.234 0.503 0.400 
5貧 Y 18.250 o.必8 0.4印 5貧 Y 3.750 0.449 0.412 
6賞 Y' 23.667 0.496 0.445 6業 Y' 8.叙)() 0.466 o.必4
7緑 G 27.834 0.399 0.505 7緑 G 9.鵠4 0.415 0.431 
8緑 G' 20.517 0.393 0.461 8緑 G' 6.0∞ 0.402 0.429 
9湾 B 15.日4 0.308 o.お5 9育 B 4.お3 . o.お8 0.376 
10育 B' 25.434 0.296 0.381 1(}宵 B' 4.筑)() 0.359 0.373 
11'常 P 16.667 0.465 0.309 11紫 P 5.583 o.おO 0.253 
12紫 P' 20.859 0.4印 0.322 12紫 P' 6.414 0.371 0.297 
13銚 RP 20.ぬO 0.470 0.354 13銚 RP 5.8∞ 0.450 0.377 
要 約
"4J.ら視感覚にのみによって，ただ経験的方法をもってする塗色の技能による正確さの度合を験して
きたのであるが，乙 ζ}ζ習熟者にしたがえば頗るよい成果を示している。
減法混色の原則とされるものからすれば(7)，おおむねあてはまるのであるが，しかし乙とにその現
象をさらに具体的にあげてみれば次のようである。
a. 原則では彩(純)度は必ずしも低下しないとするが， ζ 乙では脅を除いて，他のすべての純度
が同等もしくは高くなっている。
b. 原則では混合してできた色のl現度は，混合するいずれの色の明度よりも低いとするが，ζζで
は背，紫を除いてl別度上位のものが下り，下位のものが上る傾向を示す。
c. 一般に， 原則として色相は混合する色の中間にあって， 時として特殊な場合があるとするが，
乙乙では原票色の純度が高い色の場合iζ色光との中間色相をあらわす。また純度が低いものは色光の
影響によって左右されている。
使用した二種のフィルターは，見えの上では色相を等しくすると思われるものであるが，透過光と
して投身すした場合にはその相異が甚しい。またフィ Jレターで紫(p)と桃色 (RP)は明らかに差別
された見えの色と思われたが，投射した光からすればほとんど同等である。(分光分布曲線が近似す
るのを参照)
測色学では，もともと減法混色については再現の確実性が低いので，あまり用いられないのである
が，実用的には必要な問題として当面するととが多いので，以上のような可能の範囲について再現色
票をつくり吟味したのである。
(自記分光光度計による測色にあたってカをいただいた大阪府立工業契助館研究室ならびに律問滋技師1:対して，
ζζiζ厚く謝意を表する〉
( 21 ) 
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Summary 
1. On the color reproduction of the paintings， excelent results are obtained by impro-
ving the technique of color matching (Fig.1) . 
2. On the color sense under the color of illumination， 
(A) Chroma (saturation of color) 
The chroma of colors，except blue， remains the same or becomes of high grade. 
(B) Value (lightn白 s)
With the exception of blue and purple colors， the high value becomes lower， and 
the low value becomes higher. 
(C) Hue 
Only when a standard color is of the highest chroma， a medium color between 
出estandard color and a color of illumination is produced. 
A color of low grade chroma is much influenced by a color ilIuminatioD. 
These results fol1ow roughly the law of subtractive mixture. 
( 22 ) 
